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住宅騒音防止対策補助制度に係る検討委員会 規約 

 

 

（目的） 

第１条  本委員会では、劣化により防音性能が低下した防音建具の対応について、委員から意

見を聴取するとともに、今後の住宅騒音防止対策補助制度について立案することを目的

とする。 

 

（本委員会の構成） 

第２条  本委員会は、委員会の長（以下「委員長」という。）及び委員をもって組織する。 

２ 委員長は、事務局から推薦し、委員の承認によってこれを定める。 

３ 委員長は、本委員会を統括する。 

４ 委員の構成は、別紙に掲げる者とする。 

５ 本委員会は、必要に応じて参考人のヒアリングを行うことができる。 

６ 委員長に事故があるときは、委員のうちから委員長が指名する者が、その職務を代理

する。 

 

（事務局） 

第３条  本委員会の事務局は、国土交通省 航空局 航空戦略室 空港周辺地域活性化推進室に置

く。 

 

（議事の公開） 

第４条  委員会については冒頭部分のみ公開とし、傍聴は不可とする。議事要旨について、事

務局は委員長の確認を得たのちホームページで公開する。 

 

（守秘義務） 

第５条  委員は、委員会を通じて知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同

様とする。 

 

（雑則） 

第６条  この規約に定めるもののほか、本委員会の運営に関し必要な事項については、本委員

会で定めるものとする。 

 

附 則 

この規約は、令和８年１０月５日から施行する。 
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住宅騒音防止対策補助制度に係る検討委員会 

 

 

委 員 名 簿（案） 

 

 

 

     浅田 義久   日本大学 経済学部 特任教授 

 

     門山 泰明   門山泰明法律事務所 弁護士 

 

  杉江 聡    一般財団法人小林理学研究所 理事 

建築音響研究室長 

 

 

（五十音順、敬称略） 

 

 

 

 

 

 


